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CDPの各パターン定性評価 

パターン間関連図 

手法・ツールの適用による解決 

クラウドシステムのアーキテクチャ検討時に，初
期にどこまで検討すれば良いか判断しにくいた
め，将来の改修で品質が低下する恐れがある． 

クラウドシステムのアーキテクチャに適した
Cloud Design Pattern (CDP) が登場しているが，

品質面のメリット・デメリットがわかりにくいため，
試行錯誤の時間により開発効率が低下する． 

CDPの各パターンを定性的に評価した表と，パ

ターン間の関連を分析・識別した関連図を作成
すると共に，定性評価表と関連図を利用する際
のプロセスを定義した．これにより，品質特性か
ら適用するべきパターンの選択とアーキテク
チャの進化に伴うパターンの連続適用を可能に
し，開発効率向上の一助とした． 

開発における問題点 

EC2 EC2 EC2 

AMI Auto Scaling Alarm 

CloudWatch 

Elastic Load Balancer ① 監視 

② 通知 

③ 通知 

④ 起動 

CDP例（Scale Out） 定性評価表 

Stamp + +(*) -
Snapshot + +(*) - -
Bootstrap ++ ++ - + +
Cloud DI ++ +
Scale Up ++(*)
Scale Out +(*)
Scheduled Scale Out +(*) +
Scheduled Autoscaling + -
Ondemand Disk + ++
Multi-Server + + -
Multi-Datacenter + ++ --
Floating IP + ++
Deep Health Check - ++
Clone Server + -
NFS Sharing - +
NFS Replica + --(*) -
State Sharing + - + ++
URL Rewriting +(*) -
Rewrite Proxy - - + -
Cache Proxy - - +
Web Storage +(*) ++ ++
Direct Hosting ++
Private Distribution + - ++
Cache Distribution + - -
Private Cache Distribution + + -- ++ -
Rename Distribution - +
Write Proxy + -
Storage Index ++ - -
Direct Object Upload + -
DB Replication ++ -
Read Replica +(*) -
Inmemory DB Cache ++ - -
Sharding Write + - -
Queuing Chain + +
Priority Queue + ++ -
Job Observer + + -
Stack Deployment ++ + -
Server Swapping + ++
Monitoring Integration + +
Web Storage Archive + -
Weighted Transition + ++ +*
OnDemand NAT - + +
Backnet - ++
Functional Firewall +(*) +
Operational Firewall +(*) +
Multi Load Balancer - +
WAF Proxy - - + +
CloudHub -- ++

品質特性
信頼性 保守性効率性

運用性 時間効率性

セキュリティ

変更性 完全性 否認防止性相互運用性 機密保持性

互換性

可用性 障害許容性 回復性

使用性

資源効率性 解析性

パターン 
品質特性 

信頼性 
・・・ 

使用性 
・・・ 

保守性 
・・・ 回復性 運用性 変更性 

Stamp ＋ ＋（＊） － 
・・・ 

CDP適用後に与える品質特性の影響について理解しやすい 

CDPの各パターンを熟知していなくても満足したい品質特性から 
パターンの導入が可能となる 

 ISO/IEC 20510システム・ソフトウェア製品品質モデルの各項目を定性的に評価 

 ATAMを参考にして、－－, －, ＋, ＋＋の4段階で評価 

 利用される状況によって評価結果が変化するものには注釈 

利用プロセス 

<<pattern>> 
Stamp 

<<pattern>> 
Snapshot 

<<internal>> 

差分バックアップ 

検討初期段階でもパターン間の関連をたどり、 
関連の理由を参照することでアーキテクチャの進化を想定可能 

 CDPのパターン間の関連を分析・識別した結果を図示 

 ZimmerらのRelationships between design patterns を参考に
して、関連を内部利用、統合利用、類似、衝突に分類 

 関連には判断した際の理由を併せて記載 

品質特性を1つ決定 

定性評価表から決定した品質特
性が+のパターンを探す 

評価基準およびリスク（－）を確認
してパターンを採用するか決定 

該当パターンを採用 

関連図上で採用パターンを探し 
内部利用のパターンは同時採用 

関連の理由から機能拡張に合致する 
パターンをパターン関連図から探す 

該当パターンのリスクを 
定性分析表で確認し採用するか決定 

該当パターンを採用 

追加の機能拡張を検討？ 

他の品質特性を検討？ 

スタートへ 

品質特性から 

採用するパターンを決定 

機能追加する際に 

採用するパターンを決定 

 定性評価表と関連図を利用するプロセスをアクティビティ図で整理 

 品質特性からパターンの選択が可能 

 関連を利用してパターンの連続利用が可能 


